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第9回年次大会は、11/17（日）東京で開催！
大会テーマ「激動する日本経済下の環境福祉」

環境福祉学会　第 ９回年次大会概要
開催日　：　平成25年11月17日（日）

会　場　：　飯田橋レインボービル＆家の光会館

　　　　　　〒162-0826 東京都新宿区市谷船河原町11番地　℡．03-3260-4791

大会実行委員長　：　炭谷　茂（学会副会長 / 恩賜財団済生会理事長）

プログラム：

〈一般研究発表〉

　10：00～12：00　第 1 ～第 3 分科会 （飯田橋レインボービル）

〈公開シンポジウム〉（家の光会館 7 Ｆ・コンベンションホール）

　13：15～13：30　開会挨拶

　13：30～14：15　記念講演　　山本良一　（東京大学名誉教授）

　　　　　　　　　　　　　「“未来を拓くエシカル購入”」

　14：30～16：30　パネルディスカッション

　　　「激動する日本経済下の環境福祉」

　　　コーディネーター：永井伸一（学会監事・獨協医科大学名誉教授）

　　　パネリスト：炭谷　茂（学会副会長 / 恩賜財団済生会理事長）

　　　　　　　　　　基調報告：「日本経済と環境福祉」

　　　　　　　　　 水木伸明（北陸グリーンエネル

ギー研究会）

　　　　　　　　　　 「廃アルミリサイクルで新産

業創出」

　　　　　　　　　近澤行洋（いばらぎ自然農塾）

　　　　　　　　　　 「刑務所出所者による有機農

業」

　17：00～18：30　懇親会

参加費　：　大会参加費　5,000円（学生3,000円）

　　　　　　懇親会参加費4,000円（学生2,000円）

〒160-0004　東京都新宿区四谷3-1-3　第１富澤ビル　環境新聞社事業部内
ＴＥＬ.03-3359-5349　ＦＡＸ.03-3359-7250

第９回年次大会
2013

http://www.kankyofukushi.jp/

国際総合機構

「激動する日本経済下の環境福祉」
平成25年11月17日（日） 10:00～16：30
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平成25年11月17日（日） 10:00～16：30

飯田橋レインボービル＆家の光会館（東京都新宿区）
〒162-0826 東京都新宿区市谷船河原町11番地
TEL．03-3260-4791
JR・地下鉄飯田橋駅（徒歩約5分）

10：00～12：00 一般研究発表会（飯田橋レインボービル）
 　第一分科会　１F　Ｃ会議室
 　第二分科会　１F　Ｄ会議室
 　第三分科会　２F　2Ｃ号室　　
13：15～16：30 公開シンポジウム （家の光会館７Ｆ・コンベンションホール）
　　
 　記念講演　「“未来を拓くエシカル購入”」
 　　山本 良一（東京大学名誉教授）
　　
 パネルディスカッション
 「激動する日本経済下の環境福祉」
 　基調報告：炭谷 茂（学会副会長/恩賜財団済生会理事長）
　　 　　　　　  「日本経済と環境福祉」
 　コーディネーター： 永井 伸一（学会監事・獨協医科大学名誉教授）
 　パネリスト： 水木 伸明（北陸グリーンエネルギー研究会） 
  近澤 行洋（いばらぎ自然農塾）　 
17：00～19：00 懇親会

後援：環境省、厚生労働省（予定）、環境新聞社、福祉新聞社、NPO法人エコリンク21環境国際総合機構
協賛：㈱光洋、㈱ヨコタ東北、三協興産㈱

5,000円 （昼食代含む） ※午後の公開シンポジウムのみ参加の方は無料 

4,000円 
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　環境福祉学会平成25年度公開セミナーは、平成

25年 6 月 2 日（日）に東京都千代田区の主婦会館

において、「環境福祉学から CSR を考える」を

テーマに、コーディネーターの伊澤敏彦当学会監

事のもと開催されたが、今回はパネリスト 3 名の

講演要旨を紹介する。

「環境福祉学から CSR を考える」

恩賜財団済生会理事長 / 当学会副会長

炭谷　茂　氏

　CSR は「企業の社会的責任」という単語の頭

文字を取ったものです。CSR がどこの国から出

てきたかというとやはりアメリカだと思います。

1930年代の始めから企業の社会的責任を果たさな

ければいけないということが言われてきており、

株式会社については 2 つの考え方がいまでもあり

ます。 1 つは会社というのは、単なる金儲けをす

るための、もしくは経営するための機能だとすれ

ば社会的責任というものはなく、株主の利益に集

中すればいいという考え方です。もう一方は、会

社というのは我々と同じ社会的な存在だというこ

とで、社会の中で一定の貢献をするべきで、社会

的責任を果たすべきだという考え方もあります。

総じて言いますと、アメリカは CSR については

それほど熱心ではなく、利潤のため、あるいは株

主のために何かやらなければいけないという伝統

的な考え方がいまだに非常に強く残っています。

　一方ヨーロッパはアメリカとはまったく違いま

す。ヨーロッパというのは元来お互いに助け合う

という共同体志向が強く、企業には社会的責任が

あると、企業というのは社会的な存在であるから

個人と同じように社会のために責任を果たしてい

くべきだという考え方が伝統的に強いわけです。

ですから、単なる寄附や社会的貢献というのは

CSR ではなく、 1 人の社会的な存在であれば、

企業もその責任をしっかりと果たしていくべきだ

ということです。EU が2004年に定めた CSR の

定義があります。「CSR というのは、法的要請や

契約上の要請を超えて、環境面および社会面での

考慮を自主的にビジネス活動に統合すること」で

す。つまり、ここで言っていることは、企業は自

分の仕事の中で、仕事の一環として、仕事の 1 つ

として CSR、社会的責任をしっかり果たしなさ

いということです。そして、それをより具体的に

言いますと環境と社会の面だと言っています。ま

さに環境福祉学会のものと EU の定義がぴったり

と一致しています。

　次にこのような国際的な流れを受けて、日本で

も社会的責任は1970年代に言われるようになりま

した。日本の企業の動きを見てみますと、ヨー

ロッパとは少し違い、企業のトップが熱心なとこ

ろは非常に熱心に取り組んでいます。

　そして、社会的責任 

に 関 す る 国 際 基 準

「ISO26000」が2010年11

月にできました。この

ISO26000の究極的な目

的は、企業の発展や社会

の発展ではなく、世界全

体が持続可能な発展を実

現することが目的になり

ます。社会的責任の主な

構成要素は、企業統治、

人権、労働慣行、環境、公正な事業慣行、消費者

課題、そしてコミュニティへの参画とコミュニ

ティの開発という 7 項目を掲げております。この

7 項目が企業や団体においての国際的な社会的責

任の教科書といっても間違いないと思います。社

会的責任とは何だろうと考える場合、まっさきに

参照すべきものはこの ISO26000です。

　そこで我々福祉学会の中からどのようにして

CSR への貢献ができるのかということについて

お話しいたします。まずは、理念の共通性です。

ISO26000を見ればおわかりのように、なぜ CSR

をやるかといいますと持続可能な発展を目指すと

いうことであり、これはまさに環境福祉学でも同

じです。社会だけではなく、 1 人ひとりの個人の

生活、人生もそうです。自分だけがよければいい

ではなく、次の世代も続くような生き方をしなけ

ればいけないと思います。また、環境福祉学は環

境と福祉の 2 分野を研究対象の中心にしているわ

けで、ISO 26000でも掲げてありますように、そ

の中核的なものは環境と福祉です。したがって、

環境福祉の実施なくして CSR の実行はありませ

ん。ですから、その効率的・効果的な方法を環境

福祉という立場で研究もしくは実践すれば、CSR

を果たしたことになるのだと思います。すべての

団体・組織が実行しなければいけないことが社会

的責任です。グローバル化した今日の社会で活動

するためには社会的責任を果たさないような組織

は、それは行政であろうが、NPO であろうが、

企業であろうが外国に行ったら相手にされません。

そして、我々環境福祉学としては、どういうふう

にしたらいいか具体的な方法を研究し、企業や団

体や行行政に対し助言ができるし、求められると

思っております。

炭谷　茂　氏

平成25年度公開セミナー・基調講演
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「環境福祉」と国際標準の CSR
－伊藤園を例にして－

株式会社伊藤園取締役 CSR 推進部長

笹谷　秀光　氏

　当社伊藤園は「お～いお茶」等を販売していま

すが、現在清涼飲料は 3 兆7000億円市場で、3800

億円が緑茶飲料の市場です。当社では、日本のお

茶っ葉の25％を使っています。

社是の「お客さまを第一とし、努力を怠らず」そ

してここですが、「信頼を得るを旨とする」とい

う表現が1966年の創業以来あり、ここが社会から

の信頼、企業の社会的責任につながる表現になっ

ております。

　ISO26000の CSR と称するものはどういうこと

かといいますと、私の理解では企業にとっての持

続可能性は来年も再来年も継続的に成長していき

たいと、「お～いお茶」をつくっていきたいとい

うことです。持続可能は「社会・環境」とは

Win-Win-Win 関係、トリプル Win でみんなが三

方良しということになってきます。

　では ISO26000の CSR ですが、ISO には、 7 つ

の原則と活動範囲、それから本業をやりましょう

ということが書いてあります。本業 CSR の時代

になりますと、パートナーシップを求めながらみ

んなでやりましょうという時代になってきていま

す。これを生かすメリットは国際標準であり、使

い勝手のいいガイダンスであり、それぞれの組織

がうまく使えるというところです。 7 つの中核主

題はひととおりやるのですが、非常に得意であれ

ば環境に力を入れてもいいですし、コミュニティ

活動に力を入れるということでもいいわけです。

そのようにうまく使ってくださいというところが

非常にいいところです。

　 7 つの中核主題は「人権」、「労働慣行」、「環

境」、「公正な事業慣行」、」「消費者課題」、「コ

ミュニティ」、そして「組織」となっています。

伊藤園はこの全体を基本的に全部やりますが、伊

藤園の得意なところを強化してやりましょうとい

うことを決定して、世界のティーカンパニー目指

しております。

　実例を挙げますと、まず、環境にやさしくとい

うところからスタートします。伊藤園では「お～

いお茶」をつくるのに、まず原料を調達します。

企画して、ここで茶殻がたくさん出ます。そして

販売し、消費者に届きます。この中の原料調達の

セクションのところでは、大分県にある20ヘク

タールの日本一の茶畑を農家の方と、産地育成事

業を実施しています。元は桑畑で後継者もいない

こともあり耕作放棄地でした。いまは「おいしい

お茶は、いい畑から」ということで、10分の 1 は

こういった茶畑からできるようになりました。産

地育成事業は、原料を安

定的に調達することがで

きます。農業経営が安定

しました。そして、社会

の中で自給率向上や耕作

放棄地やイノシシ退治が

できています。そういう

意味で非常にうまくいき

つつあるなと私どもは認

識しています。

　次に茶殻のリサイクル

です。茶殻の封筒や脂取り紙を作っています。茶

殻を一番使っているのが段ボールです。「お～い

お茶」の500ミリペットを入れている段ボール箱

2500万ケース全量が茶殻の漉き込みのものです。

何がいいかといいますと、茶殻は 4 万7000トンも

出ます。これは名古屋市 1 カ月分のゴミ処理量に

近い量です。ですから、これを何とかしたいとい

うことで始めたわけです。茶殻の含有量は約10％

で、パルプのドロドロのところにドロドロと入れ

ます。それで十分に環境配慮の 3 つの効果、そし

て香りの効果も出てきます。これは本業の中で

やっていまして、伊藤園としはコストを削減する

ことができ、CO 2 を出さず、そして付加価値商

品ができ、さらに省資源・リサイクルという構造

になっています。これらは、本業をやっていると

いうところで無理がなく、 1 人でやっているわけ

ではなく、全部関係者と協力してやっています。

　次に伊藤園のいくつかの「人にやさしい」取り

組みをご紹介いたします。まずは「おぎゃー献

金」で、伊藤園の自動販売機で、広告欄になって

いるスペースがあり、そこを色々良い事をやって

いる団体に提供し、150円の何％かを決めて献金

しています。それから「ユニバーサル自販機」で

す。これらは企業イメージ、認知度向上、思いや

りです。　　　　

　それからもう 1 つは、仮設住宅などにおいての

「お茶っこ会」の開催です。陸前高田市では、同

市社会福祉協議会にご協力をいただき、既に50回

ぐらいお手伝いさせていただいております。笑顔

と元気のためにコミュニティの再生を手伝いたい

ということでしたが、お茶の淹れ方のセミナーを

できる茶資格を持っている社員が1200～1300人い

たからできました。　

　「お～いお茶」で明日も元気に笑顔になるで

しょうか。私はなると希望しています。我々は

201カ所の支店がありますので、コミュニティへ

の感度を常に磨き、環境と福祉の融合ということ

ではいろいろな芽が出てきていますので、勉強し

知恵を拝借させていただきまして今後も展開して

いきたいと思っています。

笹谷　秀光　氏

平成25年度公開セミナー・パネリスト講演要旨①
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「近隣保育園との交流」

株式会社スパット北上施設管理部部長

庄子　生知　氏

　今回、近隣にある保育施設に「ウッディトレイ

ン」というものを私どもが寄贈させていただきま

した活動を評価していただきました。北上の隣町

の花巻の保育園で新しい遊具の入れ替えが発生し、

予算も付きましたので古い遊具を撤去して、処分

してもらいたいという依頼がありました。その場

に営業担当が向かいまして、はじめは撤去・処分

で話が進んでいましたが、代表取締役の千葉がそ

の写真を見たときに、「これはなぜ生かせないの

か、なぜ廃棄物と決めるのか」と言い、そこから

プロジェクトが始まりました。

　我々は廃棄物処理業者ですが、その廃棄物を生

かしていくということは我々の永遠のテーマでも

あります。つまりリサイクル化です。それは形を

変えて新しい命を吹き込むという方法もあると思

いますが、要らなくなったもの自体をほかに欲し

い人がいるのではないか、諸事情でなかなか買え

ない人たちがいるのではないか、そういった方々

に使っていただくという方法もあると思います。

たしかに最初に見たときは木の部分が腐食してい

るし、鉄の部分は錆びていましたからそのままで

は寄贈はできませんし、安全基準も法改正によっ

て厳しくなってきたなかそぐわない点もありまし

た。そこで遊具を取り扱う業者さん、それから専

門の施行屋さん、木工屋さんにご協力いただき、

いろいろな知恵をいただき、いまの基準に適合し

た立派なものをつくっていこうということで、こ

のウッディトレインの寄

贈というプロジェクトが

スタートしました。

　我々も実際にやりなが

らだんだんと興奮を覚え

ました。役に立つという

ことではないのですが、

自分たちのやっているこ

との集大成、 1 つの形が

これではないかという思

いからです。先ほども言

いましたが、我々は産業廃棄物処理業者で、処理

をしてお金をいただき、そして最終処分場ないし

リサイクル化してお客さまに提供するというのが

当たり前の流れですが、処分したいというお客さ

まに事情をお話して処分費は頂かずに、我々が

持っている知識やネットワークを利用して、 1 つ

のものを作り上げ、それを欲しいと言ってくだ

さった近くの保育施設に設置しました。立派なこ

とをしたということではないのですが、ものすご

い達成感がありました。

　現在も健在で、検査を更新しながら、子どもた

ちはいまでも遊んでくれています。

　いままで CSR については感覚的な考え方でし

かありませんでしたが、CSR の理論的な考え方

と定義があって、それらを評価するということで、

本当に今日は収穫がありました。　岩手の北上に

戻って、我々スパット北上だけではなく、いつも

お世話になっている作業者さん、そして元請けさ

ん、協力業者さんとも一緒になっていろいろな活

動をしていきたいと思います。

庄子　生知　氏

　今年の年次大会は、「激動する日本経済下

の環境福祉」をテーマに開催します。

　記念講演では、山本良一東京大学名誉教授

による「“未来を拓くエシカル購入”」という

演題で講演頂きます。

　エシカルとは、「倫理的」「道徳上」という

意味の形容詞で、英語圏を中心に倫理的活動

を「エシカル○○○」と表現し、エシカル

「倫理的 = 環境保全や社会貢献」という意味

合いが強くなっています。

　また、パネルディスカッションにおいては、

「日本経済と環境福祉」と題する炭谷茂副会

長による基調報告と、北陸グリーンエネル

ギー研究会及びいばらぎ自然農塾の取り組み

の紹介のあと討論となります。

　ぜひ、会員皆様のご参加をお待ちしており

ます。

■ 環境福祉学会組織役員

会　長：　江草安彦　　社会福祉法人旭川荘名誉理事長

　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学名誉学長

副会長：　伊藤達雄　　名古屋産業大学名誉学長

　　　　　　　　　　　鈴鹿医療科学大学客員教授

　　　　　潮谷義子　　日本社会事業大学理事長

　　　　　　　　　　　前熊本県知事

　　　　　炭谷　茂　　社会福祉法人恩賜財団済生会理事長

　　　　　　　　　　　元環境事務次官

理　事：　泉谷直木　　アサヒグループホールディングス株式会社代表取締役社長

　　　　　植田和弘　　京都大学大学院経済学研究科教授

　　　　　長田逸平　　クライシスマネジメント協議会理事長

　　　　　寺田清美　　東京成徳短期大学教授

　　　　　波田幸夫　　環境新聞社代表取締役社長

　　　　　萩原元昭　　群馬大学名誉教授

　　　　　花澤義和　　NPO 法人エコリンク21環境国際総合機構理事長

　　　　　藤田八暉　　久留米大学経済社会研究所所長

　　　　　松寿　庶　　福祉新聞社代表取締役社長

　　　　　安川　緑　　金沢大学医薬保健研究域保健学系看護科学領域准教授

監　事：　永井伸一　　獨協医科大学名誉教授

　　　　　伊澤敏彦　　NPO 法人環境資源開発研究所所長

事務局長：小峰且也　　環境新聞社専務取締役

事務局　：酒井　剛　　環境新聞社事業部部長
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